
合意形成プロセスへの議論素材提供

政策オプション作成のフレームワーク

（１）人口動態
トレンド（出生率、死亡率、寿命）／構造（年齢構成、性別・地域別）

（２）科学技術水準
（３）産業 (変動・トレンド)
（４）家計・所得 (分布／マクロ成長率)
（５）雇用・人材 (教育・人材の質、量、労働力⇔失業率)
（６）制度・規制
等

将来像を描写
（BAUなど複数ケース)

エビデンスによる現状の把握

将来ビジョン

Backcast, Forecast

将来トレンドの把握

目標達成度の評価
結果に応じて
繰り返し検討

データの構造化

社会経済影響評価

政策手段の選択

・科学技術政策
・社会経済システム
の変化の方向付け

前提条件の抽出

・将来の外生的要因
・人口要因
・国際要因等

政策課題の設定

達成目標の設定

指標の明示化
構造化

評価モデル
ロジックチャート（モデル構造）

政策手段俯瞰

社会・経済データ俯瞰

科学技術俯瞰

政策オプション作成の構造

政策課題設定の構造
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予知予防を重視した健康長寿社会の実現

新規プログラムで行う
試行の範囲
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・現役世代の健康な国民の寿命と健康寿命のギャップを少なくすること（社会指標）
・持続可能な社会保障制度（特に医療と介護）を維持すること（経済指標）
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→ ①科学技術、② 規制や制度、③ 社会システム
や暮らし改善、の３区分に分類

生活習慣病のメカニズム解明、
診断技術の開発、治療薬・機器の開発

IT導入による医療現場と
介護現場の情報共有

生活習慣病－糖尿病、高脂血症、高血圧症
３大疾病－がん、心疾患、脳血管疾患
テーラーメイド － 遺伝、体質、環境暴露評価を考慮

サプリメント、健康食品、
健康器具等の開発

治療の
テーラーメイド化

IT導入による医療機関間
におけるカルテ情報の共有

② ② ①

①

①

将来像・価値創造の実現に向けて基盤となる取り組み

将来像・価値創造の直接つながりやすい取り組み

総合医療
コンシェルジェの導入

②
ライフログを利用した日常生活
におけるヘルスケアの取組の促進

③
遠隔医療や在宅医療の
システム・技術開発

①
高齢者が地域等で活躍
できる仕組みの導入

③

３大疾病のメカニズム解明、
診断技術の開発、治療薬・機器の開発

①

若者と高齢者の適正
に応じたワークシェア

③

社会的インパクト

健康寿命の
延伸効果

３大疾病や生活
習慣病の罹患率
の低減効果

望ましい将来像・
価値に対する
満足度・幸福度

経済的インパクト

新産業創出効果
生産性の変化

雇用創出・抑制
の変化

医療費・介護費
の変化

将来像・価値のレイヤー

老後に安心して医療・介護
の給付を受けたい

老後も心身ともに健康を
維持したい

老後もやりがいを持って
生活したい

→ 現役世代が考える健康長寿社会に対する将来図・価値感を大きく分類し、政策オプションの振れ幅を表現

現状やBAU(なりゆきの将来）に対する不満・意見

・老後の生き甲斐がない
・老後の生活資金に不安
・高齢者の社会的役割が低い など

・老後の孤立化（消費者被害、孤独死等）
・健康について気軽に相談できない など

・医療・介護の無駄排除や合理化は可能か
・医療・介護のエアポケットはあるか など

イメージ

政策課題に対応した政策オプションの全体目標〔達成目標）

方策・手立て（政策手段）のレイヤー（項目は例示）

社会的・経済的インパクトで把握したい内容（BaUとの比較）

政策課題「予知・予防を重視した健康長寿社会の実現」の検討フロー


